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不可欠の役割を果たす（Akitsuki & Decety 2009, 飯高 2018）。痛みという目に
見えない内的な感覚を説明することは難しいが、日本語のオノマトペは、その












では、痛みの共感の認知において前帯状皮質（anterior cingulate cortex: ACC）と








































通して獲得されるという（小椋 2007）。一方 NNS のオノマトペの習得に関し
ては、NS とは異なり困難であることがうかがえる。 
第三章では、痛みのオノマトペ 60語（小野 2007, 竹田・小川 2015）を対象
にし、語根が CVタイプ（子音［consonant］＋母音［vowel］の配列、例：「が
ん」の語根「が」は/g/と/a/）と CVCVタイプ（例：「ずきずき」の語根「ずき」








間を意味するという周波数信号仮説（Ohala 1984, Ohala 1995）から、周波数の
低い有声音のもたらすイメージを説明できると考えられる。 















連絡が重要な役割を果たすことが明らかとなっている（Gu et al. 2012）。痛みの
言語表現を認知する共感の神経基盤に関してもいくつかの検討がなされてい
















回の弁蓋部（opercular part of the inferior frontal gyrus: PO）、中側頭回（middle 























下前頭回（inferior frontal gyrus: IFG）眼窩部（pars orbitalis: POr）、STG、MTG










トペの脳機能実験（Hashimoto et al. 2006, Kanero et al. 2014）に報告されたよう
な、環境音を認知する右半球の STS の特異的な活動も認められなかった。し
かし、オノマトペと程度副詞の PM モデルの結果に対して SVC 分析を行った







持された。先行研究（Singer et al. 2004 等）で ACC や AIと共感の関連を検討
したものでは、痛みを経験している顔の表情を観察したり、人が痛みを受けて
いる場面を見たり、直接的に痛みを受けたりする際の刺激を利用していた。ま
た、痛みの言語表現の理解時に ACC や AI の活動を報告した先行研究（Osaka 
et al. 2004 等）は文脈を適切に与えた実験パラダイムとは言えないものであっ
たが、本検討の文レベルで実在する語彙の中で比較を行った実験により、痛み








活動が亢進し、反対の差分では右の TPJ が同定された。TPJ は、認知的共感な
いし心の理論の責任領域と考えられている（Frith and Frith 2006 等）。この客観







の結果、共感能力の 1 つである個人的苦痛を感じやすい参加者ほど、ACC の
信号が強くなるという相関が認められた。上述した ACC の機能を踏まえれば、
個人的苦痛の傾向が高いほど、痛みの言語表現に対する感情的共感が強く喚起
















































































第四に、本論文では、NS と NNS のオノマトペの心像性における差異を考察し
たが、それは痛みのオノマトペに特化したものではなかった。痛みのオノマト























最後に、日本語のオノマトペに対する理解における NS と NNS の乖離点に
ついて、NS のオノマトペの獲得過程は感情体験と結びついており出現頻度に
依らない可能性を例証し、そうした NS のオノマトペの認知と感情経験の結び
つきは NNS では強くない可能性を示唆した。 
以上のように、本学位論文は、我々の命を維持するために不可欠の感覚機能
である痛みを理解する際に、日本語母語話者はオノマトペという語彙に強く感
情的に依存していることを実証的に示した。言語および感情機能に障害を負っ
ている日本母語話者、また母語話者のように感情経験とともにオノマトペを習
得していない外国人日本語学習者との望ましい言語コミュニケーションのあ
り方を模索する上でも、有用な基礎的知見を提供したといえる。 
